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－
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定
第
十
一
章
（
金
融
サ
ー
ビ
ス
）
附
属
書
十
一

Ｂ
（
特
定
の
約
束
）
第
Ｄ
節
（
電
子
支
払
カ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
）
４

の
規
定
に
基
づ
く
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国

(l)
(ii)

の
措
置
の
内
容
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府
と
の
間
の
交
換
公
文
）

（
ベ
ト
ナ
ム
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
大
臣
は
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定

（
以
下
「
協
定
」
と
い
う
。
）
の
本
日
の
署
名
に
関
連
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
（
以
下
「
ベ
ト
ナ
ム
」
と
い
う
。
）

政
府
の
代
表
者
と
日
本
国
政
府
の
代
表
者
と
の
間
で
到
達
し
た
次
の
合
意
を
確
認
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

協
定
附
属
書
十
一

Ｂ
（
特
定
の
約
束
）
第
Ｄ
節
（
電
子
支
払
カ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
）
の
い
か
な
る
規
定
も
、
他
の
締
約
国
の

－

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
電
子
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
国
境
を
越
え
る
提
供
に
つ
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
銀
行
に
よ

り
免
許
を
受
け
た
国
内
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
機
関
を
通
じ
て
当
該
電
子
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
処
理
す
る
こ
と
及
び
そ
の
機
関
を
当
該

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
金
融
機
関

又
は
支
払
仲
介
機
関
と
の
間
に
配
置
す
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
こ

（
注
）
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と
と
条
件
付
け
る
措
置
を
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
ベ
ト
ナ
ム
の
権
利
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
。
当
該
要
件
は
、
次
の
全

て
の
こ
と
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

注

こ
の
書
簡
の
適
用
上
、
金
融
機
関
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
あ
る
外
国
銀
行
の
支
店
を
含
む
。

第
Ｄ
節
（
電
子
支
払
カ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
）
の
規
定
に
基
づ
く
ベ
ト
ナ
ム
の
義
務
を
回
避
す
る
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
な

(1)
い
こ
と
。

他
の
締
約
国
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
競
争
上
の
不
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
。

(2)

サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
、
迅
速
性
及
び
信
頼
性
を
確
保
す
る
こ
と
並
び
に
他
の
締
約
国
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
革
新
能
力

(3)
を
維
持
す
る
こ
と
。

直
接
又
は
間
接
に
他
の
締
約
国
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
不
当
な
費
用
を
課
さ
な
い
こ
と
。

(4)電
子
支
払
取
引
の
処
理
の
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム
の
国
内
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
機
関
と
他
の
締
約
国
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
が
当
該
機

関
の
運
営
の
た
め
の
基
準
を
定
め
る
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
は
、
当
該
契
約
の
規
定
の
遵
守
に
つ
い
て
は
、
当
該
サ
ー
ビ
ス

提
供
者
に
つ
い
て
の

か
ら

ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
ベ
ト
ナ
ム
の
義
務
を
満
た
す
も
の
と
み
な
す
。

(2)

(4)

本
大
臣
は
、
こ
の
書
簡
及
び
閣
下
の
確
認
の
返
簡
が
両
政
府
間
の
合
意
を
構
成
し
、
協
定
第
十
一
章
（
金
融
サ
ー
ビ
ス
）
第
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十
一
・
二
十
一
条
（
紛
争
解
決
）
の
規
定
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
協
定
第
二
十
八
章
（
紛
争
解
決
）
の
規
定
に
よ
る
紛
争
解
決

に
服
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
合
意
が
ベ
ト
ナ
ム
及
び
日
本
国
に
つ
い
て
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と

す
る
こ
と
を
提
案
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

二
千
十
八
年
三
月
八
日

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国

商
工
大
臣

チ
ャ
ン
・
ト
ゥ
ア
ン
・
ア
イ
ン

日
本
国
経
済
再
生
担
当
大
臣

茂
木
敏
充
閣
下
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（
日
本
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
大
臣
は
、
本
日
付
け
の
閣
下
の
次
の
書
簡
を
確
認
い
た
し
ま
す
。

（
ベ
ト
ナ
ム
側
書
簡
）

本
大
臣
は
、
日
本
国
政
府
が
こ
の
了
解
を
共
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
閣
下
の
書
簡
及
び
こ
の
返
簡
が
両
政
府

間
の
合
意
を
構
成
し
、
協
定
第
十
一
章
（
金
融
サ
ー
ビ
ス
）
第
十
一
・
二
十
一
条
（
紛
争
解
決
）
の
規
定
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ

た
協
定
第
二
十
八
章
（
紛
争
解
決
）
の
規
定
に
よ
る
紛
争
解
決
に
服
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
合
意
が
日
本
国
及
び
ベ
ト
ナ
ム

社
会
主
義
共
和
国
に
つ
い
て
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。
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二
千
十
八
年
三
月
八
日
に
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
で

日
本
国
経
済
再
生
担
当
大
臣

茂
木
敏
充

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国

商
工
大
臣

チ
ャ
ン
・
ト
ゥ
ア
ン
・
ア
イ
ン
閣
下


